は　じ　め　に
「特定非営利活動法人YCスタジオ」は、当事者が作ったNPOです。
12年前、不登校の子どもたちの自由な居場所と学びの場「フリーダス」から出発しました。そのOB・OGである若者たちが、もう一つの“alternativeな”　生き方を一緒に創って行こうと立ち上げました。「YCスタジオ」の英訳は“Youth　Culture　Studio”、若者文化の発信基地という意味です。　
　YCスタジオには、様々な生きづらさを抱えて居場所のない子どもたちが、やってきます。　周囲の眼差しは彼らに対して否定的です。否定的な眼差を向けられ続ければ、子どもたちは自信も意欲も無くして、自己否定の回路に陥ってしまいます。
私たちYCスタジオは、「ありのままでOK」が基本です。
松江市の中心商店街にある築120年の町家を借りて、家庭のような暖かい居場所を用意し、心の通じるスタッフや仲間と、好きなことに取り組めるよう、音楽やものつくりなどの工房を開いてきました。　
また、農と食は命の源と考え、無農薬無化学肥料による農業を手掛け、有機野菜を食材に、子ども若者たちの心と体を育む安心安全な食事を提供してきました。
　ありのままが認められ、安心安全な食事によって心身ともに回復してくると、彼らは自ずと自分の感性を活かしたもう一つの生き方・働き方の創造と発信へ向かいます。
私たちは、そんな若者たちを応援しようと、6年前から農と食とアートによる仕事づくりを模索しています。
そんな中、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉振興助成をいただき、平成27年度は、「農を食と職へ　シェアキッチン事業」（農と食による仕事体験・就労支援事業）を実施し、続けて平成28年度は、更にITによる発信力強化事業を加えて、「ITで繋げる農と職　シェアキッチン事業」を実施しました。

ここに小冊子を作成して平成28年度事業の概要と成果、見えてきた課題を報告いたします。　まだまだ試行錯誤の連続ではありますが、皆様の活動の参考にしていただければ幸いです。
終わりに、福祉医療機構をはじめ、様々に力を貸して下さった連携機関・団体の皆様には、心より感謝申し上げます。
平成29年3月31日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人YCスタジオ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　木村悦子
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松江大橋　源助桜
１　「ITで繋げる食と職～シェアキッチン事業」

（１）事業の目的とプロジェクト
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（２）事業の対象・背景・必要性
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YCスタジオの前身である不登校の子どもの居場所「フリーダス」における10年間、YCスタジオにおける10年間（年間利用者延2000人程度）の諸活動を通して、若者本人や親御さんからの多くの声を聴き、また彼らの実際の変化を目の当たりにして、訓練以前の生活自律やコミュニケーション力の強化、仕事体験、中間的就労、さらに外部の企業での実習・雇用へと繋いでいく仕組み作りの必要性を痛感していました。
そこで、昨年度（平成27年度）、WAM助成をいただいて、農業と食に関わる事業を自立と就労に繋げる「農と食を職へ　シェアキッチン事業」を実施しました。
しかし、実施機関が10月からの3月の実質半年しかなく、すべてのプロジェクトが、やっと軌道に乗り始めたといったところでしたので、是非継続して実施していきたいと考えました。
更に、もう一つの反省点として、発信力（広報・宣伝・主張する力）が不足していたことを課題として考えました。これは、単に事業の広報・宣伝力の不足だけではなく、若者たちの当事者としての発信力が弱かったのではないか。シェアキッチン事業を継続するだけでなく、若者自身を就労に向けてエンパワーメントしていくために、ITを活用してスキルアップを図ることが必要ではないかと考えました。

また、フードドライブ事業は、松江市の生活困窮の窓口からの一時保護者の紹介も増え、近所の高齢者の方や、YCスタジオの利用者からも食事を提供の要望があり、継続拡大していく必要性を感じています。
（３）三つのプロジェクトと五本の柱
三つのプロジェクト
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①「生きるためのプロジェクト」：農と食による生活の自律

自然の中での農作業体験で心身をリフレッシュし、生へのエネルギーを回復する。

無農薬で育てた採れたての野菜で献立を考え料理の基礎を養う。

②「働くためのプロジェクト」：農と食から職へ繋ぐ

　農作業、こだわり市、・惣菜の製造販売により、仕事体験から中間就労に進む。

　経営者団体（中小企業家同友会）と緊密な関係を作り、就労困難者についての勉強会や見学会、企業での体験・訓練・雇用に繋ぐ。

③「分ち合いのためのプロジェクト」：ITによる発信力強化と助け合い

　ITの勉強会を開き、HPやブログを立ち上げ、若者（当事者）の声やシェアキッチン事業について発信する。

報告書や会報・作品集を編集・作成する。

お惣菜・お弁当の余りを食に困っている人にお裾分けする。（フードドライブ）　

五本の柱
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（４）事業の効果・目標
数値目標

１　ITによる発信力強化事業

 a）IT能力の強化基礎からの画像映像編集　参加目標人数　5人

 b）HP、ブログのリニューアル　　目標　リニューアルの達成

 c）若者（当事者）の声の発信　　目標　会報・作品集の発行　　　

２　農トレ事業

 a）農業活動　　　参加者目標人数　10人　　心身の回復者人数　8人

 b）こだわり市　　参加者目標人数　10人　　働く意欲が出た者　8人

３　キッチン惣　事業

 a）食生活の自律　　参加者目標人数　15人　

                      　食の自律ができるようになった者　10人

 b）お弁当・お惣菜の製造販売　　参加者目標人数　20人　

                        各段階へのステップアップ者数15人　

ｃ）フードドライブ

　　　生活困窮一時保護者　1～2食/日　年間200～300食　

　　　食に窮する子ども若者　3～5食/日　年間600～900食　　

４　ブリッジング事業

　　　　協力企業の開拓数　　目標30社　　　

　　　　　（その内企業見学・実習ができた企業数　10社、　参加人数10人）
質的な変化

1  「生きるためのプロジェクト」

  農と食による生活の自律

  生きるエネルギーを回復し、基本の調理技術を身につける。

2 「働くためのプロジェクト」

  農と食から職へ繋ぐ

  働くことに意欲を持ち、キッチン惣で仕事見学から体験、中間就労から外部

  雇用に向かう。

3 「分かち合いのためのプロジェクト」

  ITによる発信力強化と助け合い

  　ITを学び、シェアキッチン事業や若者の声を発信することにより、地域の理

   解が深まり、助け合う関係を築くことができる。

   高齢者にお惣菜を届けたり、その日の食に窮した人に余ったお惣菜を提供

   することができる。（フードドライブ）
２　事業実績
（１）IT＆発信力強化事業　
①目的
ITを活用して、若者＝当事者の声・主張を全国に発信する。
ITを活用して、本事業の取り組みを全国に発信する。
ITを活用して、オンラインショップにより、若者の作った雑貨、YCスタジオで扱う野菜や加工食品等を販売する。　　　　　
ITに習熟して、スタッフとしてのスキル、利用者の就労へのスキルを高める。　
②実施内容
IT教室の開催。
HP、ブログのリニューアルを実施。
オンラインショップ“minne”について学ぶ。
若者の声を集めた会報、作品集の編集に取り組む。
本事業の報告書を編集する。
デジタルサイネージを店頭に設置するために画像編集を学ぶ。
③実施日（期間）　7月～3月
④実施回数　週1回程度。　計50回
7/13,7/14,7/16,7/21,7/23,7/30,8/2,8/9,8/20,8/23,8/27,9/3,9/6,　　9/10,9/17,9/20,9/24,10/8,10/15,10/22,10/29,11/1,11/5,11/12,11/15,
11/26,12/3,12/7,12/10,12/17,12/20,12/29,1/7,1/14,1/21,1/28,2/4,
2/13,2/18,2/20,2/25,3/4,3/6,3/9,3/11,3/15,3/18,3/20,3/25,3/31　　
⑤実施場所　　YCスタジオ　事務所
⑥対象者・数　　YCスタジオスタッフ3名、サポートスタッフ1名
利用者　3名　計7名　延226名
⑦スタッフ構成　アドバイザー1名　（鶴原隆一　謝金　計50回）
サポートスタッフ1名（遠藤友香　賃金）
ボランティア1名（木村悦子）
⑧連携団体の役割
　　Agile　Shimane：IT教室アドバイザーの派遣。
　　起業マネージメントの助言（オンラインショップ等について）
⑨その他　　デジタルサイネージの本格稼働は29年度に持ち越す。
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（２）　農トレ事業　
a）農業活動　　「心を育てる」
①目的　　
土に触れ作物を育てることにより、傷ついた若者の身体を癒し心を育てる。
②実施する内容
自然豊かな農場で、無農薬無化学肥料により野菜・蕎麦を栽培する体験活動。　
収穫が上がってくれば、こだわり市やキッチン惣事業で利用する。
③実施日（期間）　4月～3月　年間を通じて実施。　
植え付け・収穫期は畑に集中、冬季は農具の手入れ、農産物の加工。　　　　　　　　
④実施回数　　週１～2回　　計74回
⑤実施場所　　松江市打出町（宍道湖畔）の農場、雲南市大東町の農場、
YCスタジオ中庭の畑、大根島の畑、YCスタジオ調理場
⑥対象者・数　心身が不安定な状態にある若者8名　延167名
⑦スタッフ構成　
アドバイザー2名、スタッフ1名、サポートスタッフ１名、ボランティア1名
⑧連携団体の役割　
　　里山笑楽校：　農業体験・農業実習の受け入れ。
（有）ヤギウラ：　農地の提供、農業実習の受け入れ。
　認定NPO法人自然再生センター：天神川・中海の藻の提供者の紹介。
⑨その他　キッチン惣の店舗でLEDを使いレタス等の水耕栽培に挑戦した。
ｂ）こだわり市　　「仕事体験」
①目的
心身が安定してきた若者に、農と食に関わる仕事を知る、やってみるという就労に向けての実際の体験の場を提供し、就労への意欲をもってもらう。
②実施する内容　
松江市近郊の契約農家の新鮮な無・減農薬栽培野菜を販売する産直市を開催。
（仕事の内容；商品の仕入れ、値付け、陳列、接客、販売勉強会）
③実施日（期間）　年間を通じて
④実施回数　週６日　　
　こだわり市の開催　平日　月～金曜　9:30～13:30　　
　　　仕入れ・注文　　毎日曜、水曜　週2日　10:00～12:00　週2日　
⑤実施場所　　YCスタジオ玄関前スペース、Café　sou内
⑥対象者・数　心身が安定してきた若者７名　延478名
⑦スタッフ構成　スタッフ1名、サポートスタッフ1名、ボランティア3名
⑧連携団体の役割
里山笑楽校：農産物・農産加工品の提供。
（有）ヤギウラ：農産物の提供。
⑨その他
　鮮魚の販売については、保健所より新たな食品営業許可が必要との指摘を受け、こだわり市での販売は中止。
　販売の勉強会は、アドバイザーなしで、内部で行う。　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大根島農場
　（３）　キッチン惣　事業　
a）食生活の自律　「生きることを学ぶ　キッチン」
①目的
食は生きることの基本。
自らの体に聴きながら自分に必要な食材を選び自分で料理して食べる力を養うことを目的に、マクロビ料理教室で調理実習をしながら、各自昼食を作って食べる。
②実施する内容　　YCキッチン：調理の練習・食の自律。
マクロビ料理教室で実習しながら、健康によい野菜中心の食事をとることを覚えた。
③実施日（期間）9月～3月
　　　YCキッチン（調理の練習　昼食を自分で作って食べる）：
月～金曜日の毎日（祭日を除く）　12:30～13:30　20日/月
マクロビ料理教室：水or木曜日
④実施回数　YCキッチン調理の練習　20日/月
　　　　　　マクロビ料理教室：月2～4回　計16回
⑤実施場所　YCスタジオ調理室
⑥対象者・数　居場所を利用する若者　12名
⑦スタッフ構成　
YCキッチン：ボランティア2名

マクロビ料理教室：アドバイザー1名
⑧連携団体の役割
　　　　飲食店　蓮歩：マクロビ料理教室アドバイザー。
音楽＆ものづくりスタジオ：利用者の紹介。
　　　　子どもの居場所フリーダス：利用者の紹介。
（有）ヤギウラ：食材（農産物・農産加工品）の提供。
里山笑楽校：食材（農産物・農産加工品）の提供。
青山鮮魚店：食材（魚貝類）の提供。
　　　　認定NPO法人自然再生センター：協力漁業者の紹介、魚介料理教室の開催。
⑨その他　　　薬依存から自然食へ
昨今、精神科に通院し向精神薬の処方を受けている利用者が増加している。副作用が心配される向精神薬に多く頼るよりも、マクロビ料理を学び、契約農家の無・減農薬野菜を中心とした自然な食事に変えていくことで少しでも健康を取り戻すことに力を注いだ。
b）お弁当・お惣菜・乾燥野菜の製造販売　「仕事体験から中間的就労へ」　　
①目的
働く意欲、仕事への興味が出てきた若者に、農と食に関わる仕事を知る、やってみる、働いて対価を得るという就労に向けての実践練習の場を提供する。
②実施する内容
こだわり市やYC農園で収穫した野菜・魚介等を使って、惣菜・お弁当の製造販売を実施する。
こだわり市やYC農園で収穫した野菜を食品乾燥機で乾燥させ販売する。
メニユー研究会：メニュー開発の自主勉強会。
③実施日（期間）　月火木金曜日（祭日を除く）　9:30～13:30　
④実施回数　　16日/月　年間　190日程度
　　　　　　　メニュー研究会　月1回（第2水曜日、スタッフで自主開催）
⑤実施場所　　YCスタジオ調理室、Café　sou
⑥対象者・数　働く意欲、仕事への興味が出てきた若者　16名。
（見学8名、体験5名、中間就労3名）
⑦スタッフ構成　スタッフ1名、サポートスタッフ4名、ボランティア2名（

⑧連携団体の役割
飲食店　蓮歩：メニュー開発。
認定NPO法人自然再生センター：
協力漁業者の紹介、魚介料理教室の開催。
音楽＆ものづくりスタジオ：利用者の紹介。
　　　　　　　子どもの居場所フリーダス：利用者の紹介。
　　　　　　（有）ヤギウラ：食材（農産物・農産加工品）の提供。
里山笑楽校：食材（農産物・農産加工品）の提供。
青山鮮魚店：食材（魚貝類）の提供。
　　　　　　　松江市青少年支援連絡会：利用者の紹介。
　　　　　　　松江市白潟公民館：利用者の紹介。
⑨その他　　チラシ「本日メニュー」の発行と配布
ほぼ毎営業日　203日　発行。
　　　　　　半径500メートル内の事業所、商店、民家に配布。
　　　　　　ボランティア２名
ｃ）フードドライブ　「おすそ分け」
①目的　その日の食に窮している人に食事と安心を届ける。
②実施する内容　
惣菜・弁当事業でその日に余った惣菜お弁当を無料で提供する。
キッチン惣のチラシの配布と同時に独り暮らしの高齢者の安否確認を行う。
③実施日（期間）土日祝日を除く毎日　14:00～18:00
④実施回数　必要に応じて　月20日、年間220日
⑤実施場所　YCスタジオ　Café　sou
⑥対象者・数　その日の食に窮しているYC利用者　3～5名程度　延約800食
松江市くらし相談支援センターから紹介の一時保護者
　1～2名/日　延27食　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑦スタッフ構成　　ボランティア3名
⑧連携団体の役割
　　　　　　　松江市くらし相談支援センター：生活困窮者への紹介。
　　　　　　　松江市白潟公民館：独り暮らしの高齢者の安否確認。
食事をしたかどうかの確認と食事の確保。
地域の方への紹介。
⑨その他　　一時保護者へ食の提供については、時期によってニーズに差があった。
　　　　　　


　　　　　　　マクロビ教室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キッチン惣　
（４）　ブリッジング事業　「企業への橋渡し」
①目的
上記事業で、就労に向けての自信と意欲が出てきた者について、島根県中小企業家同友会等の経済団体に加盟する企業や農家、個人商店、NPO等に繋ぐ。
②実施する内容
企業との関係づくり、橋渡しのための仕組みづくりの提案・勉強会から始め、実際の企業内実習・中間的就労・アルバイト雇用から正規雇用へ向かう。
③実施日（期間）年間を通じて　随時
④実施回数　　　週1～2回程度　　4～6回/月
⑤実施場所　　　YCスタジオ事務所、経済団体事務所、企業・NPO等事務所
⑥対象者・数　　企業経営者・NPO・個人農（漁）家等　年間30社程度
⑦スタッフ構成　相談員1名、ボランティア1名
⑧連携団体の役割
　　　　　　松江市青少年支援連絡会：各雇用関係機関・企業との関係づくり、企業の紹介、若者の紹介。
　　　　　　島根県中小企業家同友会：企業との関係づくりの場の提供。
障害者問題委員会の立ち上げ。
　　　　　　島根県社会福祉士会：ソーシャルワークの視点からの助言。
「松江市障がい者サポートステーション絆」事務局：
障がいのある若者に対する相談窓口。
⑨その他

島根県中小企業家同友会でも、年度末になってやっと障害者問題委員会の立ち上げにこぎつけた。障害の意味を問うところからスタートしたい。
総会等で県内全企業（約220社）に参加と協力を呼びかける予定。
（５）成果のとりまとめ、普及方法
●成果報告書の作成　
①作成部数　2000部
②配布先　　県・市のネットワーク、NPO・企業等民間ネットワーク、地域の公民館等の関係機関・関係団体（100機関団体）に配布する予定。
●報告会の開催→次年度に持越し
①目的　　本事業の取り組みを伝え、困難を抱える若者の状況に対する理解と社会参加と就労への協力を求める。
②実施する内容　
報告書・パワーポイント資料によるプレゼンテーションと質疑応答
③実施日（期間）　平成29年4月～11月（次年度）
④実施回数　　5回
⑤実施場所　松江市青少年連絡会セミナー（松江市市民活動センター）
島根県子ども・若者支援地域協議会（島根県庁）
松江NPOネットワークワークショップ（ネットワーク事務所）
松江市男女共同参画・プリエールフェスティバル市民講座
（松江市市民活動センター）
島根県中小企業家同友会女性部会セミナー（同友会事務所）
⑥対象者・数　　
若者支援に関心のある市民、支援に関わる行政の方等
50名×5回＝250名
⑦実施者　　NPO法人YCスタジオ
⑧連携団体の役割
　　　　　松江市青少年支援連絡会：報告会の場の提供、広報。
　　　　　島根県中小企業家同友会：報告会の場の提供、広報。
　　　　　松江市白潟公民館：地域の方への紹介。
　　　　　音楽＆ものづくりスタジオ：利用者の方への紹介。
　　　　　子どもの居場所フリーダス：利用者の方への紹介。
⑨その他
HP、ブログ、Facebook、twitter等のSNS上に、報告会の案内等を掲載する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　事業の成果と課題　
（１）数値的成果　

1 ITによる発信力強化事業

 a）IT能力の強化基礎からの画像映像編集　参加人数　7人

 b）HP、ブログのリニューアル　　　リニューアルの実施

 c）若者（当事者）の声の発信　　会報・作品集の編集中

2　農トレ事業　 

 a）農業活動　　　参加人数　8人　　心身の回復者人数　5人

 b）こだわり市　　参加人数　7人　　働く意欲が出た者　7人

３　キッチン惣　事業

a）食生活の自律　　参加人数　12人　

                      　食の自律に向けて改善した者　8人

b）お弁当・お惣菜の製造販売　　参加人数16人　

                        各段階へのステップアップ者数16人

ｃ）フードドライブ

　　　生活困窮一時保護者　1～2食/日　年間27食　

　　　食に窮する子ども若者　3～5食/日　年間800食

４　ブリッジング事業

　　　　協力企業・農家・商店の開拓数　30社　　　

　　　（その内企業・農家・商店で見学・実習ができた数3社、参加人数3人）　　　　
達成できたと考えられるポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●  ITによる発信力強化事業→若者の関心が高い分野であり、講師の人柄もあって楽しく参加できた。

●　農トレ事業

a）農業活動→自然がいっぱいの中間山地や中海の島で土に触れ身体を動かす体験は、普段引きこもりがちな若者にとって解放感がり、心身ともにリフレッシュできた。畑のロケ―ションに魅力があった。

b）こだわり市→自分たちの工夫によって、お客さんに買ってもらえる体験が働く喜びにつながった。

●　キッチン惣　事業
a）食生活の自律→新鮮な野菜を使ったマクロビ料理が基本を覚えれば、手がかからず美味しく身体の調子もよくなった。
b）お弁当・お惣菜の製造販売→緊張感があり、厳しさの中にも各自の工夫が活かされた。
●　フードドライブ

食に窮する子ども若者→食事代が底をつき、また独り暮らしで料理を作る余力がない者にはとても助かり、YCスタジオの大きな魅力でもある。
●　ブリッジング事業

　　中小企業家同友会会員さんの中に、障がい者問題委員会を立ち上げる動きが広がり、協力を申し出てくださる企業が増えた。

以前から知り合いの連携農家、漁家の方と一緒にイベントで販売したり、畑の見学・実習に誘っていただいた。
達成できなかった理由

●  ITによる発信力強化事業
会報・作品集は意見をすり合わせたり、記事の内容を考えるのに、時間がかかり、未だ編集段階。
デジタルサイネージについては、画像編集の勉強中で本格稼働は次年度に持ち越す。　
●　フードドライブ

　　生活困窮一時保護者に対するお惣菜・お弁当の提供→くらし支援相談センタ―の方から、7月～12月の間、ニーズがないということで紹介がなかったが、センターのケースワーカーや一時保護所との連携をもっと密接にする必要があった。
私たちの対応が利用者に気を遣わせてしまったのかもしれない。　
（２）質的な成果　

1  「生きるためのプロジェクト」

①本人の様子から食に対する意欲と関心がうかがわれた。
②親の会等で保護者に家庭での様子では、あまり変化がない。

③料理教室参加者のアンケート・感想は、大変有意義であった、各自でも実践していきたいとのこと。
2 「働くためのプロジェクト」

①仕事中の様子から、緊張感を持って働いているのが見て取れた。反面、厳しさを感じて気力を無くす様子も見られた。

②仕事体験後に、外部企業に聞いたところ、熱心に取り組んでいた、接客も大変うまいとの評もあった。
3 「分かち合いのためのプロジェクト」

①IT教室参加者の感想は、アドバイザーの丁寧な個別指導により、SNSやブログができるようになった。作品ができたらオンラインショップ“minnne”を使ってみたい等。

②公民館や町内会等から地域の声から、若者によるお惣菜の販売や配達がお年寄りに喜ばれて、期待されていることがわかった。
③フードドライブの利用者、松江市くらし相談支援センターケースワーカーからは、大変おいしく丁寧な対応に感謝しているとの声。
達成できたと考えられるポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●アドバイザー、スタッフの力量によるところが大きい。

●居場所や親の会の開催により、参加者の精神的な安定が保たれた。
●参加者の個性、関心に沿いながら事業内容を柔軟に変えていった。

●27年度からの継続により、地域の方たちの若者に対する理解と信頼が深まった。　

●お客様から料理や接客を褒めていただき、自信と仕事への意欲が生まれた。
●生活困窮の方からお礼を言われたことが喜びになっている。　
　
達成できなかった理由

●12月ころから、地域の古い町家の商店や歴史的なビルの取り壊しが決まって、次々解体工事が始まり、街が急激にさびれた。　

●お客様と売り上げの減少と地域の方の悲しみが若者たちにとって辛い思いと無力感を抱かせた。　　　　　

（３）想定を超えた成果と可能性　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
①YCスタジオの若者に対する地域の理解と期待

　高齢化更地化が進行する街で、若者の存在は貴重です。倒れ行く街の真ん中で毎日お店を開け、惣菜作りに、配達に一生懸命に働く若者とYCスタジオは、不登校やひきこもりに対する偏見も払拭され、地域の人たちから頼られるようになってきた。
②生きづらさを抱える若者たちだからこそ見えてきた可能性

　生きづらさを抱える若者だから、他人の痛みも感じとることができる。彼らの心の優しさがお年寄りに伝わって、孫のように可愛がっていただいている。

　今後は、キッチン惣が地域のミニサロンのような役割を果たせるのではないか。　地域のちょっとしたお手伝い、話し相手になることが彼らの仕事になるの可能性。
③もう一つの生き方、働き方の実践

　農と食と助け合い、自然との共生、ITとアートでの表現と発信。

今年は無農薬無化学肥料で、さつま芋人参など多種の野菜を育てる計画し実施中。
その野菜を使って、身体と心によい食事を作り、貧困や孤立に苦しむ人たちと分け合いながら、学校や社会から身を引かざるを得なかった若者の感性が活かせるよう、彼らが幸せを感じられる生き方・働き方を模索し実践していきたい。
　


４　まとめと考察　
　　（１）事業を通じて明らかになった新たな課題とニーズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様々な困難を重ねて抱えるケースが増えていて、一団体では対応できないケースが多い。他機関との連携が言われて久しいが、実質的に有効な連携は難しい。
民間同士の連携、官民の連携の在り方について具体的に考察した。

NPO・民間団体・民間企業間の連携（民民ネットワーク）の可能性
①子ども・若者の居場所の連携と交流
　民間の居場所はどこも大変厳しい運営を迫られる。子どもたち居場所を閉じることは出来ないので、それぞれ役割分担をしながら受け入れ態勢を作って行かなければ、もう限界状況。　市内のNPOや任意団体の子ども若者の居場所との交流を進めている

②農業、農家との連携
農と食は生きていくうえでの基本。本事業でも連携団体としてあげているところの他にも、有機農業・自然農・共生農業などに取り組んでいる農家の方たちと連携している。特に心身の調子を崩し、薬に頼っているようなケースでは、自然の中で身体を動かすこと、ミネラルたっぷりの新鮮な野菜を取ることが心身の回復につながる。
③民間企業との連携

就労支援で一番大切なのは雇用先を見つけること。YCスタジオはH２７年から島根県中小企業家同友会と連携している。今年は同友会の中に、「障がい者問題委員会」が発足の予定。手帳を持っている障がい者だけではなく、就労するのに困難のある人という意味で、シングルマザー、不登校・中退で学歴のない人、グレーゾーンの障がい者も含みます。様々な困難を抱える若者たちが、経営者である社長さんたちと丁寧な関係を作って、見学・体験・中間就労から正規就労に繋がるよう、双方向の勉強会から始めていきたい。

トカトカ農業

官民連携の課題　：　民間団体と行政専門機関との間の壁を無くす努力を
①様々な困難を重ねて抱えるケース
a）ネット犯罪、ポイントカードによる負債

消費生活相談や法テラス、金銭管理の等の専門的な支援が必要。
b）医療的な関わりに注意の必要なケース

　若者にも悪性腫瘍、精神科の投薬によって副作用で苦しむケース。
病院・医師・心理士等との信頼関係に立った連携の必要性。
ｃ）家族ぐるみの支援が必要なケース

　シングルペアレント、不登校、発達障がい、親の認知症等。
②ワンストップで対応できるような実質的に有効な連携窓口が必要

　いくつものケースワーカーを繋げるケースワークをNPOだけでは担いきれない。
③行政機関の壁
　民間・当事者サイドからすれば、行政機関の考え方、支援の在り様が見えず不安。逆も然り。複雑に問題が絡むケースが増えている以上、ケース会議が即可能になる日常的な信頼関係を、互いの壁を取り払って築いていく努力を続けたい。

　
　　　　　　　　　　　　　　　マクロビ弁当
　（２）今後の事業展開について　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①資金繰り；
　IT（HP、ブログ、SNS、デジタルサイネージ等）を活用。

お惣菜・お弁当等の販売益の拡大を図る。
会員、賛助会員、寄付金を募る。（クラウドファンディング）。

官民の委託・助成事業を申請する。
②人材の確保；
NPOや民間団体、中小企業家同友会等との連携や人材交流により、スタッフを確保する。
専門機関とのと連携により、スーパーバイズ、助言を得る。

③他機関・NPOとの連携；
県内の困難を抱える子ども若者を支援するNPO・民間団体との緩やかなネットワークを立ち上げ、情報交換や若者の実態とニーズ調査・施策の予算化に向けての提言を目指す。
④松江市市民活動センターの空き店舗（レストラン）の利用；
コミュニティーカフェ＆ワンストップ相談＆中間就労の場として、YCスタジオが中心となって事業を展開する。
子育て支援、青少年支援、女性支援、放送大学、市民大学等の機関が入っている市民活動センターで、行政・専門機関とNPO民間団体の協働事業として、弱者支援と地域活性化にあたる新たな試み、全国に発信できる。　
⑤農福連携の展開；
安全な食の提供による効果について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農薬や化学肥料を使わない自然農法や、添加物を使用しないマクロビ料理など、環境と生態系に配慮した安全な食と生活に対する関心と需要が深まっている。　ひきこもりや発達障がい等の若者たちの生き方の志向にも通ずる部分があり、また担い手不足で若者の手がほしい高齢化した農・漁業者とっても、農と食による仕事づくりは一つの希望となっている。　この事業が島根県・松江市において、若者の自立支援のモデルケースとして、就労準備支援事業の委託を受けることを期待している。










様々な困難を抱えて孤立し、生きていくこと・働くことに不安を感じている若者に対し、農と食にITを加えて、自立と就労、地域と分かち合うことを目的に、


島根県松江市を中心に、ＮＰＯ・市民団体、中小企業、行政機関等と連携して、農と食と発信力を強化したITによる　生きるためのプロジェクト、働くためのプロジェクト、分かち合いのためのプロジェクトを実施しました。
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